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外T細胞の存在か明三､)かにされた.--/rL7スにおける胸腺

外分化′1､細胞は (二t)3陽性...IL2RβLNK I-:一･一})一･一)陽

で分化する′T細胞までのりンバ球の進化の流れの問を埋

める pTimi軌eな細胞群と考えられている.演者らは

と卜における胸腺外分化T細胞を CD3.C.i)56共に陽

性の細胞群と想定し,FACScamを周いて稜々の解析を

行なった.CD3､CD56陽性T細胞は健常人末輸血】Jン

ぺ球中の2-･̀lO｡を占め,S(1rterを開いて分離した細

胞形態は,塀粒をもった大型リソバ球 はGL)であっ

た.胸腺細胞中iこは CD3,CD56陽性T細胞は存在せ

ず,肝臓内りンべ球には30-60.0･bと多数存在し,多くの

'1℃1ミγ∂LT)発現も認九人亘-'わた.健常人末梢血に IL2添

加し培養したところ,高濃度に血清を添加した条件下で,

培養瓶に付着性に増殖した.以上から CD3,CD56陽

性T細胞は安保等が擾唱したマウス胸膜外分化T細胞をこ

相当する細胞群である可能性が示唆された.

3)感染抵抗性丁雑胞の機能発現をこおける T-
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細胞内寄生菌に対する感染防御免疫は生菌免疫でのふ

発現する.一一万,死菌免疫では抗原特異的な抗体産生や

DTH反応は認めLT〕れるが,感染防御免疫は発現しない.

これらの結果は感染抵抗性T細胞が死菌免疫で誘導され

るT細胞とは機能的に異なることを示している.本研究

では I_.lftOlt川､JltOgCltE,∫生菌および死歯免疫て巾ス牌

T細胞のりン~7十力仁ン産生能を比較した.両免疫群の

TL-2.LL-3.1L-4およびてクロr7-7--1ジ走化因子 LMCF)

産生能をこ差は認められなかったが,生菌免疫群でのみ 好事巨㌢

783

を用いた感染実験iこおいても同様(7)傾向が認められた.

二才日､-)の結果は,感紙 ft性rr細胞(T)機能発現iこは 『N･L7･

が重要な役割を果たしていることを示している.

･11悪性膝噂iこ合併した哉色ブ菌敗血症の予後
一造血器陣場と固形癌の比較一
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当センターで経験 した黄色ブ歯敗血症49例 (造血器睡

壕15,固形癌34)の臨床像を検討した.49例中 MRSA

敗血症は31例 (63.%).造血器腫境例と固形癌例の敗血

症 の 死 亡 率 は それぞれ 73.390,26.59,6(p<0.01)で.

前著の死亡例11例中7例は発症かt1､1)しけ1内に死亡し.

後者の死亡例9例は全て3日以降に死亡した.前者の基

礎疾患はりンべ腫8凧 骨組陸とALLが3例一うつ,AML

1倍りでりンバ性腫壕に偏っていた.発症前の治療として

前者の80%iこ抗癌剤,6()Odにステロ1'ドが投与さ11てい

た.後者では抗癌剤およびステロ(ド投与は5例のみで

あ一､たがこの内3例が死亡した.以上よi)造血器睡癌に

合併した貰色ナ歯敗血症の殆どが高度の免疫不全状態の

患者に発生しており.このことが予後不良の最大の要田

と考えられた.
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